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SAP ERP 汎用モジュールの呼出
(RFC_READ_TABLEを例に)

サンプルの説明

マジックソフトウェア・ジャパン株式会社
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１．プロジェクトの展開とリソースの設定

(1)「SAP_RFC_READ_TABLE_Sample.zip」 を解凍/展開し、Magic xpiプロジェクトフォルダーに

コピーする。

(2) Magic xpiスタジオでプロジェクト「SAP_RFC_READ_TABLE_Sample」を開き、リソース画面で

SAP ERPの接続情報を修正する。

SAPERP環境に合わせ、
修正する。
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２．プロジェクト内のフロー

(1)「HTTPトリガ_MARA検索」 フロー

ブラウザより入力された内容を受け取り、入力内容をキーにSAP ERPのMARAテーブルを検索する。

(2) 「戻りHTML作成」フロー

MARAテーブルの検索結果から、検索結果画面を編集する。
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２．(1) 「HTTPトリガ_MARA検索」 フロー

① HTTPトリガー

② 検索条件編集

③ SAP ERP呼出

④ 検索結果画面編集呼出
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２．(1) 「HTTPトリガ_MARA検索」 フロー

① HTTPトリガー

HTTPのリクエストを受けとるための設定。

HTTPのリクエストを受けとるには、まず、「サービス」設定にて、HTTPエンドポイントを定義。

エンドポイント名を定義

HTTP リクエストで受け渡さ
れるデータを定義
(画面から入力された内容)

サンプルHTMLの生成を
チェックすると、HTTPトリ
ガーを呼び出すためのサンプ
ルHTMLが生成される。

Service¥HTTP_1¥ReadMA
RA.html
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２．(1) 「HTTPトリガ_MARA検索」 フロー

① HTTPトリガー

このプロジェクトでは自動生成された「ReadMARA.html」を修正して使用。

22行目
プロジェクトを動作させる環境に合わせ、
コンピュータ名(CHINCFLX6)を変更します。
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２．(1) 「HTTPトリガ_MARA検索」 フロー

① HTTPトリガー

サービスで定義した内容

HTTPリクエストで受け渡さ
れるデータをフロー内でうけ
とる変数
画面から入力された内容はこ
の変数に格納される

ブラウザに返送される結果を
格納する変数

この変数の内容がブラウザに
表示される
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２．(1) 「HTTPトリガ_MARA検索」 フロー

② 検索条件編集

SAPに渡す検索条件を格納する
変数

SAPに渡す検索条件の編集

MATNR EQ ‘画面の入力値’
という文字列を作る
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２．(1) 「HTTPトリガ_MARA検索」 フロー

③ SAP ERP呼出

RFC_READ_TABLEを使用。
テーブルを検索するための汎
用モジュール。

RFC_READ_TABLE実行結果
を受け取る変数。
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２．(1) 「HTTPトリガ_MARA検索」 フロー

③ SAP ERP呼出

RFC_READ_TABLEのパラメータ

https://www.sapdatasheet.org/abap/func/rfc_read_table.html

当サイト等で呼び出す汎
用モジュールの情報を調
べます。
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２．(1) 「HTTPトリガ_MARA検索」 フロー

③ SAP ERP呼出 RFC_READ_TABLEのパラ
メータ。

DELIMITER：区切文字 ASCIIChr (9)
 タブ

QUERY_TABLE：検索テーブル：MARA

FIELDS：検索したいデータ項目を指定
MARAテーブルのデータ項
目を設定する。

一度に取り出せるデータ長に制限(512バ
イト)があるため、制限を超えないよう項
目を指定する。



All Right Reserved, Copyrights(C) Magic Software Japan K.K. 2023

12

２．(1) 「HTTPトリガ_MARA検索」 フロー

③ SAP ERP呼出

MARAテーブルのデータ項目

https://www.sapdatasheet.org/abap/tabl/mara.html
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２．(1) 「HTTPトリガ_MARA検索」 フロー

③ SAP ERP呼出：FIELDSの指定方法

RFC_READ_TABLEのパラメータを展開後、FIELDS/ROWプロパティの複製をYesにする。

row が row#1に変化
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２．(1) 「HTTPトリガ_MARA検索」 フロー

③ SAP ERP呼出：FIELDSの指定方法

row#1で右クリック ⇒ 複製の追加

row#2 が 追加
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２．(1) 「HTTPトリガ_MARA検索」 フロー

③ SAP ERP呼出：FIELDSの指定方法

row#1で右クリック ⇒ 複製の追加

それぞれの row にデー
タ項目名を設定する
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２．(1) 「HTTPトリガ_MARA検索」 フロー

③ SAP ERP呼出：OPTIONSの指定

② で編集した変数を指定
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２．(1) 「HTTPトリガ_MARA検索」 フロー

④ 検索結果画面編集呼出

WA(文字列512バイト)
に検索結果が格納。

子フロー：戻りHTML 作成呼出
その時、WAを子フローに受け渡す
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２．(2) 「戻りHTML作成」 フロー

① Blob格納

② HTML編集
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２．(2) 「戻りHTML作成」 フロー

① Blob格納

親フローから受け取ったWA(文字列512
バイト)をBlob型変数に設定。

文字列のままではデータマッパーで処理
ができないために行う。
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２．(2) 「戻りHTML作成」 フロー

② HTML編集：テンプレートの用意
HTML画面のテンプレートとして、この
ようなファイルを準備します。

<!$MG_MANDT>のように
タグに
「!$MG_」が付けられている項目がＭagi
c xpiのデータマッパーに表示される。

テンプレートの自動作成機能はなく、HT
MLを参考に作成していきます。

Template/MARA.tpl 
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２．(2) 「戻りHTML作成」 フロー

② HTML編集：マッピング

親フローから受け取ったWA
タブ区切り

テンプレート



All Right Reserved, Copyrights(C) Magic Software Japan K.K. 2023

22

２．(2) 「戻りHTML作成」 フロー

② HTML編集：マッピング：送り元
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２．(2) 「戻りHTML作成」 フロー

② HTML編集：マッピング：送り先

テンプレーを指定すると
!$MG_の部分がデータマッ
パーの送り先に表示

変数：C.HTTP_Response
にマッピング結果を格納す
ることで、画面作成
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３．ビルドと実行

(1) ビルド

エラーなくビルドが完了した
ことを確認します。
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３．ビルドと実行

(2) プロジェクトの起動

プロジェクトを選び、
開始ボタンをクリック。
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３．ビルドと実行

(2) プロジェクトの起動

プロジェクトが開始すると
緑色に変化
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３．ビルドと実行

(3) 実行

Service¥HTTP_1¥ReadMARA.htmlをダブルクリックし、ブラウザで実行。

品目コードを入力し、検索を
クリック
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３．ビルドと実行

(3) 実行

結果が表示
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